
令和元年　三重県の観光に期待 百五総合研究所
三重県のＧＷ期間中の主要施設の観光入込客数（延数）

改
元
高
速
開
通
・
新
拠
点
整
備
で
ポ
テ
ン
シ

ル
向
上

伊勢神宮参拝者数
（改元前後の変化）

新
名
神︵
三
重
県
区
間
︶お
よ
び

周
辺
主
要
道
路
の
整
備
状
況
　

新
名
神
開
通
に
よ
る
観
光
消
費
が
も
た
ら
す

三
重
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
　
　
　
　
　

新名神開通後のＧＷ期間中の交通量・渋滞発生回数（東名阪）

フィールド
　FI ELD　 RESEARCH　

リサーチ　

　

　　

　今年のゴールデンウイーク（以下、ＧＷ）期間中の三重県の観光入込客数は前年を大きく上回っ
た。改元に伴い、皇室とゆかりの深い伊勢神宮への参拝者数が増加し、世界遺産登録周年を迎え
た熊野古道周辺地域の施設への入込客数も増加した。改元の効果は今後しばらく継続するとみられ、
さらに、３月に開通した新名神高速道路による渋滞緩和や、県南部で来年新たにオープンが予定さ
れている観光宿泊施設の整備など、令和時代の三重県の観光に期待がかかる。

資料：三重県観光局観光政策課資料より

※内宮＋外宮
資料：上：伊勢市「平成年伊勢市観
光統計」、下：伊勢市（ゴールデンウィ
ーク期間中の神宮参拝者数）より

熊
野
古
道
・
伊
勢
路

　　　資料：筆者作成

　資料：筆者作成

※新名神（新四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）、東名阪（四日市ＪＣＴ～亀山ＪＣＴ）
※ＨＧＷ（年４月日～５月７日、日間）、Ｈ（Ｒ１）ＧＷ（年４月
日～５月６日、日間）
資料：ＮＥＸＣＯ中日本（年５月７日ニュースリリース）より

　
１
・
令
和
元
年
Ｇ
Ｗ
の
観
光
客

４
割
増
加

　
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
を
ま

た
ぎ

多
く
の
人
が

連
休
と
な


た
今
年
の
Ｇ
Ｗ

改
元
を
祝
う

催
し
が
各
地
で
行
わ
れ

観
光
地

は
多
く
の
人
で
賑
わ

た


　
三
重
県
が
今
月

日
に
発
表
し

た

Ｇ
Ｗ
期
間
中
︵
平
成

年
４

月

日

令
和
元
年
５
月
６
日



日
間
︶
の
県
内
主
要
観
光
施
設

︵

施
設
︶
へ
の
観
光
入
込
客
数

︵
延
数
︶

は

約
３

０
０
万
人

と
な
り


前
年
の
Ｇ

Ｗ
期
間
中

︵
平
成


年
４
月


日

５
月

６
日

９

日
間
︶
の

１
４
２
・

４
％
と
な


た

１

日
あ
た
り

の
入
込
客

数
で
み
て

も
１
２
８

・
２
％
と

な
り

調

査
地
点
と
な

た
観
光
施
設
等
の

ほ
と
ん
ど
で
前
年
を
大
き
く
上
回


て
お
り

県
内
全
域
で
賑
わ


た
こ
と
が
う
か
が
え
る


　
２
・
伊
勢
神
宮
の
参
拝
者
数
は

２
倍
に

　
Ｇ
Ｗ
期
間
中

と
く
に
﹁
伊
勢

神
宮
﹂︵
正
式
名
称
は
神
宮
︶
の

参
拝
者
数
は
約

万
人
と
な
り


前
年
の
２
倍
を
超
え
た

と
り
わ

け
令
和
最
初
の
日
と
な

た
５
月

１
日
は
前
年
同
日
の
５
・
１
倍


前
日
４
月

日
の
１
・
９
倍
と
な


た


　
皇
室
と
ゆ
か
り
が
深
く

皇
室

の
御
祖
先
と
さ
れ
る
天
照
大
御
神

や
そ
の
御
饌
都
神
で
あ
る
豊
受
大

御
神
等
を
お
祭
り
す
る
伊
勢
神
宮

は

上
皇
陛
下
の
天
皇
在
位
中
最

後
の
地
方
訪
問
の
地
と
な
る
な

ど

御
代
替
わ
り
に
伴
い
全
国
的

に
注
目
度
が
高
ま

た

旅
行
会

社
や
鉄
道

バ
ス
な
ど
の
交
通
機

関
も

改
元
を
記
念
し
た
参
拝
ツ

ア

や
記
念
切
符
を
発
売
す
る
な

ど
し
て
お
り
改
元
を
祝

た
り


御
朱
印
を
求
め
る
参
拝
者
が
増
え

た
と
み
ら
れ
る

ク
ラ
ブ
ツ

リ

ズ
ム
︵
東
京
︶
で
は

改
元
・
新

元
号
ツ
ア

や
御
朱
印
め
ぐ
り
ツ

ア

な
ど
を
多
数
企
画
・
販
売
し

て
い
る
が

と
く
に
伊
勢
神
宮
を

参
拝
す
る
ツ
ア

は
好
調
で

Ｇ

Ｗ
期
間
中

首
都
圏
出
発
の
ツ
ア


参
加
人
数
は
例
年
の
１
６
０
％

以
上
に
な

た
と
い
う


　
３
・
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録


周
年

　
ま
た
今
年
は

熊
野
古
道
が


平
成

年
７
月
に
﹁
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
﹂
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て

周
年
と
な

る

そ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
と
改
元
が
重

な
り

熊
野
古
道
の
街
道
沿
い
に

あ
る﹁
道
の
駅﹁
熊
野
・
花
の
窟
﹂

︵
お
綱
茶
屋
︶﹂
が
対
前
年
比
１

９
４
・
８
％
と
な

た
ほ
か


﹁
鬼

城
セ
ン
タ

﹂
や
﹁
県
立

熊
野
古
道
セ
ン
タ

﹂
な
ど

熊

野
古
道
周
辺
の
施
設
で
大
き
く
増

加
し
た


　
４
・
改
元
の
効
果

　
三
重
県
に
お
い
て

改
元
の
効

果
は
Ｇ
Ｗ
に
と
ど
ま
ら
ず

今
後

し
ば
ら
く
継
続
す
る
と
み
ら
れ

る

伊
勢
神
宮
の
過
去
の
参
拝
者

数
の
推
移
を
み
る
と

大
正

昭

和

平
成
と
新
元
号
に
な

た
年

や
そ
の
翌
年
は

前
年
を
大
き
く

上
回

て
い
る
江
戸
時
代
に
は


人
々
が
一
生
に
一
度
は
参
拝
し
た

い
と
願

た
伊
勢
神
宮

日
本
人

と
し
て
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に

お
伊
勢
参
り
を
と
い
う
心
理
が
働

く
の
か
も
し
れ
な
い

ク
ラ
ブ
ツ


リ
ズ
ム
で
も

年
内
し
ば
ら
く

は
改
元
効
果
が
続
く
と
み
て

来

年
初
め
ま
で
伊
勢
神
宮
に
立
ち
寄

る
改
元
関

連
ツ
ア


を
販
売
し

て
い
る


　
ま
た


熊
野
古
道

世
界
遺
産

登
録

周

年
を
記
念

し
て


﹁
熊
野
古

道
伊
勢

路
﹂
の
沿

線
地
域
で

は

ウ
オ


キ
ン
グ

や
ト
レ


キ
ン
グ


ま
つ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る

熊
野
古

道
は
古
く
よ
り
熊
野
三
山
を
詣
で

る
た
め
の
参
詣
道
で
あ
り

﹁
熊

野
古
道
伊
勢
路
﹂
は
伊
勢
神
宮
を

起
点
に
伊
勢
か
ら
東
回
り
す
る
道

で
あ
る

﹁
熊
野
詣
﹂
は
江
戸
時

代
に
伊
勢
参
り
と
と
も
に
大
流
行

し
た
歴
史
が
あ
る

伊
勢
神
宮
と

熊
野
古
道
を
セ

ト
に
し
た
ツ
ア


も
あ
る
な
ど

今
年
は
と
く
に

改
元
と
記
念
事
業
の
相
乗
効
果
で

注
目
度
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る


　
５
・
観
光
施
設
等
の
整
備

　
さ
ら
に
令
和
２
年
は

こ
れ
ま

で
伊
勢
志
摩
を
除
き
観
光
宿
泊
施

設
が
手
薄
で
あ

た
県
南
部
地
域

で

注
目
度
の
高
い
施
設
が
複
数

整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

同
年

２
月

多
気
町
に
﹁
ア
ク
ア
イ
グ

ニ
ス
多
気
﹂
が
開
業
す
る

１
１

５

の
広
大
な
敷
地
に
商
業

宿

泊

温
浴

産
直
市
場

薬
草
園

・
農
場
な
ど
が
整
備
さ
れ

滞
在

型
複
合
施
設
と
し
て
一
大
リ
ゾ


ト
エ
リ
ア
と
な
る

秋
に
は

大

台
町
と
御
浜
町
に
外
資
系
の
マ
リ

オ

ト
ホ
テ
ル
と
積
水
ハ
ウ
ス
が

進
め
る
ロ

ド
サ
イ
ド
型
ホ
テ
ル

が

﹁
道
の
駅
﹂
に
隣
接
し
て
開

業
す
る

﹁
道
の
駅
﹂
を
ハ
ブ
と

し
て

外
国
人
観
光
客
も
タ

ゲ


ト
に

車
や
バ
イ
ク

自
転
車

な
ど
で
﹁
地
域
の
魅
力
を
渡
り
歩

く
旅
﹂
を
提
案
・
提
供
す
る
地
方

創
生
プ
ロ
ジ

ク
ト
と
し
て
展
開

さ
れ
る


　
大
台
町
に
は
秘
境

大
杉
谷
渓

谷

御
浜
町
に
は
七
里
御
浜
な
ど

の
名
所
が
あ
る
ほ
か

こ
れ
ら
の

地
域
に
は
熊
野
古
道
伊
勢
路
も
通

る

日
本
の
原
風
景
を
求
め
る
国

内
外
か
ら
の
観
光
客
の
新
た
な
受

け
皿
と
な
り

周
辺
観
光
の
拠
点

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る


　
６
・
新
名
神
の
開
通

県
内
観

光
振
興
へ
の
期
待

　
ま
た
今
年
３
月
に
開
通
し
た

新
名
神
高
速
道
路︵
新
四
日
市
Ｊ

Ｃ
Ｔ

亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
以
下
新

名
神
︶に
よ
る
効
果
は
こ
れ
か
ら

の
三
重
県
の
観
光
に
と

て
大
き

な
追
い
風
と
な
る
新
名
神
は
東

名
・
名
神
・
新
東
名
の
高
速
道
路
と

一
体
と
な

て
国
土
軸
の
ダ
ブ

ル
ネ

ト
ワ

ク
と
し
て
三
大
都

市
圏
を
結
ぶ
大
動
脈
と
な
る
県

内
に
お
い
て
は
県
北
部
を
走
る

東
名
阪
自
動
車
道︵
以
下
東
名

阪
︶と
並
走
し
そ
の
渋
滞
緩
和
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
東
名
阪
の
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ


亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
は
上
下
線
と
も
全

国
渋
滞
ワ

ス
ト
上
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
る
ほ
ど
渋
滞
が
激
し
い

区
間
で
あ


た
国

土
交
通
省

︵
注
１
︶が

昨
年

月

に
実
施
し

た
ア
ン
ケ


ト
で

は
東
名

阪
の
混
雑

・
渋
滞
を

避
け
て
三

重
県
内
で

の
観
光
・

レ
ジ



を
控
え
た

経
験
の
あ

る
人
は


三
重
県
を

含
む
近
隣

７
県
で
回

答
者
の
約
３
割
を
占
め
た


　
し
か
し

新
名
神
の
開
通
１
週

間
後

東
名
阪
の
交
通
量
は
約
３

割
減
少
し
た

Ｇ
Ｗ
期
間
に
は
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
渋
滞
予
測
区
間
か
ら

外
れ
交
通
量
は
昨
年
の
東
名
阪


万
６
２
０
０
台
／
日
に
対
し


今
年
は
新
名
神
６
万
２
４
０
０
台

／
日

東
名
阪
８
万
３
６
０
０
台

／
日
と
合
計
で
は
増
加
し
た
も
の

の
分
散
し




以
上
の
渋
滞

回
数
は
半
分
に




以
上
の

渋
滞
は
昨
年
６
回
か
ら
１
回
に
減

少
と
劇
的
な
変
化
が
み
ら
れ
た


　
三
重
県
の
観
光
地
を
訪
れ
る
観

光
客
の
約
７
割
は
愛
知
県
や
大
阪

府
な
ど
の
県
外
か
ら

で

そ
の
約
８
割
は
自

家
用
車
を
利
用
し
て
い

る

こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
る
と

新
名

神
の
開
通
と
東
名
阪
の

混
雑
・
渋
滞
の
緩
和
は


県
内
の
観
光
振
興
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る


　
と
く
に
﹁
新
名
神
沿

線
の
主
要
観
光
地
﹂
や
﹁
遠
方
か

ら
の
集
客
割
合
の
高
い
観
光
地
﹂

な
ど
に
お
い
て
は

集
客
力
ア


プ
の
好
機
と
な
る

新
名
神
の
菰

野
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
は

湯
の
山
温
泉

や
御
在
所
岳
が
あ
り
観
光
シ

ズ

ン
の
渋
滞
が
激
し
い
が

昨
年


新
名
神
に
先
行
し
て
﹁
四
日
市
湯

の
山
道
路
﹂
や
﹁
湯
の
山
か
も
し

か
大
橋
﹂
な
ど
の
周
辺
道
路
が
整

備
さ
れ
た
ほ
か

御
在
所
岳
ロ


プ
ウ

イ
の
新
型
ゴ
ン
ド
ラ
導
入

や
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
設

駐

車
場
整
備

宿
泊
施
設
等
で
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど

官
民
あ
げ
て
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
た


　
ま
た

新
名
神
か
ら
離
れ
た
地

域
で
も

県
外
か
ら
の
観
光
客
が

多
い
観
光
地
で
は

移
動
時
間
の

短
縮
が
誘
客
Ｐ
Ｒ
の
好
材
料
と
な

る

前
述
の
国
土
交
通
省
の
ア
ン

ケ

ト
で
は

開
通
後
に
来
訪
し

た
い
観
光
地
と
し
て

県
北
部
だ

け
で
な
く
南
部
の
伊
勢
志
摩
地
域

や
東
紀
州
地
域
な
ど
の
観
光
地
も

上
位
に
あ
が

て
お
り

新
名
神

開
通
効
果
が
県
内
全
域
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る


　
新
名
神
・
東
環
開
通
効
果
検
討

会
議
︵
注
２
︶
で
は

新
名
神
の

開
通
と
東
名
阪
の
混
雑
・
渋
滞
の

緩
和
に
よ

て

三
重
県
へ
の
観

光
客
が
増
加
し
観
光
消
費
額
が
年

間
３
７
５
億
円
増
加
す
る
と
推
計

し
て
い
る

こ
れ
を
基
礎
デ

タ

と
し
て

こ
の
金
額
が
発
生
し
た

場
合
に
三
重
県
内
の
観
光
関
連
産

業
を
含
め
た
全
産
業
に
も
た
ら
す

経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

当
社

で
推
計
を
行

た
と
こ
ろ

合
計

で
年
間
約
４
８
０
億
円
と
な


た

観
光
関
連
産
業
は

労
働
集

約
型
で
か
つ
裾
野
が
広
い
こ
と
か

ら

と
り
わ
け
三
重
県
内
の
幅
広

い
産
業
や
雇
用
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る


　
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

三
重

県
の
観
光
に
お
け
る
ポ
テ
ン
シ


ル
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
の
好

機
を
生
か
し

令
和
の
時
代
も
魅

力
あ
る

選
ば
れ
る
観
光
県
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い


　
︵
百
五
総
合
研
究
所
　
主
任
研

究
員
　
谷
ノ
上
　
千
賀
子
︶

　
注
１

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整

備
局
三
重
河
川
国
道
事
務
所

　
注
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